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施策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）第 章1
本計画では、基本構想において３つの基本理念のもと、５つのまちづくりの視点を持っ

て掲げるまちづくりの基本方向として10の柱を示しました。そして、基本計画においては、
この柱にもとづいて45の施策分野に区分し、きめ細やかで計画的なまちづくりを進めま
す。

さらに、基本構想に掲げるまちの将来像の実現に向けて、暮らしやすさの視点に立った、
青梅らしさを醸し出すまちづくりを戦略的に進めるために、多様な主体が参画・連携・協
働し、あらゆる分野の枠を超えて施策や事業が連動することで相乗的に効果を発揮する施
策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）を展開します。

基本構想体系図

まちづくりの基本方向基本理念 まちのあり方の
視点

まちの
将来像

１　安全で快適に暮らせるまち

２　自然と共生し環境にやさしいまち

３　次代を担う子どもをみんなで育むまち

４　文化・交流活動がいきづくまち

５　みんなが元気で健康なまち

６　福祉が充実したまち

７　活気ある産業で雇用が生まれるまち

８　都市基盤が整う魅力あるまち

９　みんなが参画し協働するまち

10　持続的な行財政運営ができるまち
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1 施策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）の展開
施策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）は、高度化・多様化するまちづくりの課題に

対して、関連する分野や施策が横断的に関わり合い、有機的に連動し合うことによりイノ
ベーションを起こし、新たな価値を生み出すことや相乗的に効果を発揮させることで、よ
り良いまちづくりを進めていこうとするものです。

「ぷらっとフォーム」は、基礎や土台となるものを意味するプラットフォーム（platform）
に由来します。基本構想から導き出すみんなで取り組む主要なテーマをぷらっとフォーム
とし、多様な主体の参画によるまちづくりを推進します。

構成については、主要テーマにもとづくぷらっとフォームで、関わりの深い、さらには、
今後新たな施策展開が期待できる分野を捉えた大分類を設定します。その中を小分類とし
て具体的な施策や事業を、行政だけではなくこのぷらっとフォームに参画する多様な主体
がそれぞれの特性を生かし、協議をしていきながら連携して取り組んでいきます。

第１章　施策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）

このぷらっとフォームで、様々な施策や事業が連動し合う姿を「梅の花」に例えて、積極
的に多彩な事業に取り組んでいくことで多くの花を咲かせ、実を結んでいこうという将来
に向けての意思を表します。

ぷらっとフォーム

大分類（施策分野）
小分類（施策・事業）
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2 施策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）の協議の場
主要テーマに応じて、市民、自治会、ＮＰＯ、ボランティア、企業、専門家など多様な主体

が参画・連携・協働し、それぞれの特性を最大限に生かしながら創意工夫による重層的か
つ効果的な施策展開を図り、テーマの趣旨に即した課題の解決に向けて取組を進めます。

施策連動型のしくみ（ぷらっとフォーム）の推進体制例

行政

企業

ＮＰＯ

ボランティア

市民

テーマに応じて
参画・連携・協働

するための協議の場を設定

専門家

自治会

大学・学校
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ぷらっとフォームで取り組む主要テーマ第 章2
まちの将来像の実現に向け、基本計画においてぷらっとフォームで取り組む主要テーマ

を掲げます。主要テーマにもとづく分野や施策の設定については、社会情勢や経済動向な
どを踏まえ、協議の場づくりや取組手法などと合わせて実施計画において具体化を図りま
す。

大震災を契機として、防災、防犯、環境、福祉など多様な分野において市民の安全・安心
のレベルアップを図ることは、重要な課題です。地域の中であらゆる世代が支え合い、安
全な環境で健やかに暮らすことができるまちを目指します。

連動させる施策分野…
● 防災・消防（危機管理体制の整備、災害に強いまちづくり）
● 防犯・消費者保護（防犯体制の強化）
● 生活環境（生活環境の維持・向上）
● 予防・健康づくり（保健サービスの充実）
● 医療体制・市立総合病院経営（救急医療体制の充実）
● 高齢者福祉（地域における支援体制の充実）
● 障害者福祉（社会参加の促進）
● 市民参画・協働（地域コミュニティ活動の支援）など

安心して暮らせる青梅
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人口減少・超高齢社会の進展を踏まえ、子育て支援の充実や職住近接のまちづくり、未
来を担うたくましい人材が育つ環境づくりによって、子育て世代の流入やこれに伴う年
少人口の増加を図り、あらゆる世代の心がふれあう活気あるまちを目指します。

連動させる施策分野…
● 公園・緑地（公園・緑地の整備・管理）
● 子育て支援（子育て支援の充実、保育サービスの充実）
● 学校教育（学力・体力の向上、教育環境の充実、施設の整備・活用）
● 図書館（子どもの読書活動の支援）
● 医療体制・市立総合病院経営（地域医療体制の充実）
● 新産業（企業の誘致）
● 雇用（雇用の促進）など

次代を担う子どもたちの生きる力を育むとともに、市民一人ひとりがいきがいややり
がいを感じながら生活することができる、活力あふれるまちづくりを進めます。また、
市民の健康寿命に着目し、生涯にわたって健康な体で生き生きと過ごすことができる
まちを目指します。

連動させる施策分野…
● 子育て支援（子育て支援の充実）
● 学校教育（学力・体力の向上、教育環境の充実、施設の整備・活用）
● 生涯学習（生涯学習の環境整備）
● 予防・健康づくり（健康づくりの充実）
● 高齢者福祉（元気高齢者のいきがいづくりの促進）
● 雇用（雇用の促進）
● 市民参画・協働（市民活動の活性化促進）など

子育て世代が住みたい青梅

生きる力がみなぎる青梅
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本市には、脈々と受け継がれてきた歴史・伝統・文化があり、今も大切に守り継がれて
います。また、豊かな自然環境は、市民にやすらぎを与えています。市民みんなが、本市
の有する多様な地域資源や自然環境を守り生かし、市民の誇りとして郷土愛に満ちたま
ちを目指します。

連動させる施策分野…
● 公園・緑地（「青梅の森」の整備）
● 森林（市民参加型の森づくり）
● 水辺環境（水辺環境の保全・整備、親水事業の充実）
● 学校教育（学力・体力の向上）
● 歴史・文化・芸術（市民文化・芸術活動の振興）
● 農業・林業（安全で多彩な農業生産の推進）
● 観光（観光資源の創出）
● 市民参画・協働（市民活動の活性化促進、地域コミュニティ活動の支援）など

第２章ぷらっとフォームで取り組む主要テーマ

みんなが誇れる青梅
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本市は、都心近郊にありながら豊かな自然に囲まれ、その特性を生かしたスポーツや
四季折々の木々や花々を楽しむことができるなど、優れた地域資源に恵まれています。
これらの資源が持つ魅力を洗練し高めるとともに市民みんなで発信することで、にぎわ
いを創出し地域の活性化に結び付けていくことが重要です。情報を受け取った人々が本
市に何度も足を運びたくなる魅力あふれるまちを目指します。

連動させる施策分野…
● 公園・緑地（緑地の保全・緑化の推進）
● 歴史・文化・芸術（文化遺産の魅力を生かしたまちづくりの推進、
　 アートによるまちづくりの推進）
● スポーツ・レクリエーション（青梅市スポーツ推進計画の策定と施策の推進）
● 都市間交流（地域間交流の促進）
● 商業（観光商業の振興）
● 観光（観光施設・観光情報の充実）
● 都市景観（自然景観の保全、街なみ景観の保全・創出）
● 情報推進・活用（情報化の推進・活用・対策）など

何度も訪れたくなる青梅
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